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 国際宇宙ステーション(ISS: International Space Station)が飛行する LEO(Low Earth Orbit)での最

も重要な宇宙放射線被ばくの原因は、銀河宇宙線 (GCR：galactic cosmic ray)、地球磁場に捕

捉された陽子線、太陽活動によって生じる太陽粒子線である。11 年周期の太陽活動の変化、

太陽フレアの発生、船壁や搭載物質などの遮蔽条件によって複雑に変化し、これらに依存し

て被ばく線量も大きく変化する。 
JAXA では 2008 年 6 月の日本宇宙実験棟「きぼう」の打上げと ISS へのドッキングと同時に、

固体飛跡検出器 CR-39(ハーツラス TD-1)と熱蛍光線量計 TLD-MSO-S を組み合わせた受動積算型

線量計 PADLES（パドレス：Passive Dosimeter for Lifescience Experiments in Space）を使った「きぼ

う」船内の定点放射線環境線量計測実験「Area PADLES」[1]を実施している。Area PADLES 線量

計は、「きぼう」の船内与圧部に 12 カ所（右舷側船壁四隅、中央部スタンドラック 4 カ所、左舷

側船壁四隅）と補給部内 5 カ所（天頂部、船内与圧部との接合部４か所）の合計 17 カ所に設置さ

れ、各定点での吸収線量、LET 分布、線量当量を測定する。線量計は、各 Increment（約 6 カ月）

毎に、定期的に搭載、取付・交換され、継続的な線量計測データを取得している。2013 年 12 月

現在において、11 回目の計測実験を実施中である。 
 スペースシャトルの退役により、2008 年 6 月から 2011 年 6 月までは ISS の高度が平均 349km
だったものが、410km 以上まで上昇した。ISS 高度の上昇前後では、計測期間および計測場所に

依存して、吸収線量および線量当量が最大 40%以上増加した。今回の発表では、前回の発表に引

き続き、シリーズ実験 1 から 10 までの線量計測結果と ISS 高度による線量の変化について報告す

る。 
 また、「きぼう」の構造、遮蔽環境をよく模擬した宇宙船モデルと粒子・重イオン輸送計算モ

ンテカルロコード PHITS （Particle and Heavy Ion Transport code System）を組み合わせ、「宇宙

放射線被ばく線量シミュレーションモデル」を構築している。Area PADLES シリーズ実験の継

続的なの実測結果とシミュレーション結果との比較による詳細解析によりモデルの高精度化を図

っている。Area PADLES 実験の実測結果とシミュレーション結果との比較結果についても報告す

る。 
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